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行
政
研
究

都
市
デ
ザ
イ
ン
と
市
民
の
意
識

一
―
―
―
は
じ
め
に

○
―
都
市
づ
く
り
の
流
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
１

横
浜
市
に
お
い
て
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
行
政
が

取
り
組
ま
れ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
一
〇
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
、
い
く
つ

か
の
実
例
を
残
す
と
と
も
に
、
都
市
デ
ザ
イ
ン

は
、
横
浜
の
都
市
づ
く
り
の
特
徴
と
な
っ
て
き

た
と
思
え
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
の
機
能
的
向

上
と
同
時
に
、
都
市
環
境
（
空
間
）
の
質
的
な

問
題
に
取
り
組
む
と
い
う
点
に
お
い
て
、
都
市

づ
く
り
の
分
野
、
自
治
体
行
政
の
中
で
も
、
特

異
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

(
ア
)
環
境
の
質
に
つ
い
て

～
一
九
七
〇
年
前
後
か
ら
、
開
発
ブ
ー
ム
の
反

作
用
と
し
て
の
宅
地
開
発
要
綱
な
ど
の
環
境
保

全
、
交
通
事
故
死
者
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
一
九

六
九
年
前
後
の
歩
行
者
天
国
な
ど
の
歩
行
者
優

先
の
試
み
、
さ
ら
に
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
古

い
街
並
み
な
ど
の
歴
史
的
遺
産
の
保
存
、
景
観

の
保
全
な
ど
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
価
値
観
が
都

市
行
政
の
中
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ぎ
た
。
一
九
八
〇
年
代
前
後
か
ら
は
、
「
地

方
の
時
代
」
と
も
い
わ
れ
、
「
個
性
化
」
や
「
文

化
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
動
き

の
中
で
も
、
都
市
空
間
の
質
は
、
か
な
り
重
視

さ
れ
て
き
て
い
る
。
す
で
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、

一
九
七
〇
年
代
に
、
環
境
問
題
解
決
の
中
で
、

生
活
の
質
(
Q
u
a
l
i
t
y
　
o
f
　
l
i
f
e
)
が
、
モ
れ
ま

で
の
物
質
的
豊
か
さ
の
対
立
概
念
と
し
て
提
唱

さ
れ
、
個
人
の
生
活
の
豊
か
さ
（
C
o
m
f
o
r
t
a
b
l
e
-

l
i
f
e
）
の
反
省
を
意
味
し
、
都
市
づ
く
り
の
新

た
な
視
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
確
か
に
、
都
市
に
住
む
人
々
の
目
は
、
環
境

の
質
に
向
き
つ
っ
あ
る
が
、
ま
だ
い
く
っ
か
の

問
題
を
も
っ
て
い
る
と
思
う
。
ま
ず
第
一
に
、
景

観
、
歴
史
的
価
値
、
個
性
、
文
化
な
ど
は
一
般

的
に
は
理
解
さ
れ
る
が
、
共
通
の
問
題
意
識
と

し
て
形
成
さ
れ
て
い
く
に
は
、
難
か
し
い
側
面

を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
運
動
の
流

れ
か
ら
見
る
と
、
六
〇
年
代
の
公
害
や
自
然
破

壊
へ
の
反
対
運
動
に
そ
の
発
端
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
モ
の
後
、
全
国
的
な
動
き
と
し
て

こ
の
「
環
境
の
質
」
に
係
お
っ
た
の
は
、
歴
史

的
価
値
め
保
存
の
運
動
が
あ
げ
ら
れ
る
く
ら
い

で
あ
る
。
景
観
、
文
化
な
ど
は
む
し
ろ
自
治
体

が
先
行
し
て
い
る
。
第
二
の
問
題
を
歴
史
保
全

の
運
動
に
み
る
と
、
す
で
に
一
九
七
〇
年
に
は

　
「
全
国
歴
史
的
風
土
連
盟
」
が
設
立
さ
れ
て
、

倉
敷
や
京
都
な
ど
の
自
治
体
の
先
駆
的
取
り
組

み
、
ま
た
文
化
財
保
護
法
改
正
（
街
並
保
存
へ

の
道
を
開
く
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
指

定
）
が
あ
っ
た
。
一
九
七
三
年
に
は
、
歴
史
的

都
市
景
観
保
全
連
絡
協
議
会
（
横
浜
市
も
加
盟

し
て
い
る
自
治
体
間
の
組
織
）
が
設
立
さ
れ
る

な
ど
、
比
較
的
対
応
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
歴

史
的
価
値
の
保
存
の
運
動
も
、
近
年
に
な
り
。

破
壊
に
対
抗
す
る
保
存
か
ら
、
新
し
い
都
市
づ

く
り
の
中
で
把
え
、
単
な
る
保
存
に
終
ら
せ

ず
、
今
後
の
都
市
生
活
の
中
で
生
か
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
加
わ
っ
て
い
る
。
前

記
協
議
会
の
昨
年
の
決
議
文
は
、
「
個
性
あ
る

都
市
づ
く
り
を
目
ざ
す
」
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り

単
一
の
「
歴
史
的
価
値
の
保
存
」
と
い
う
視
点

だ
け
で
は
そ
の
効
果
に
限
界
が
あ
り
、
多
面
的

に
取
り
組
む
必
要
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
都
市
の
環
境
の
質
の
問
題
に
は
、
今
後
、
①

尊
重
さ
れ
る
べ
き
価
値
が
共
有
さ
れ
、
②
経
済

原
理
や
既
存
の
制
度
の
枠
を
越
え
、
③
実
際
の

北
沢
　
猛

都
市
環
境
の
づ
フ
ン
ス
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

④
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
役
割

　
自
治
体
の
都
市
づ
く
り
の
流
れ
を
ご
く
大
ざ

っ
ぱ
に
い
え
ば
、
一
九
六
〇
年
代
の
都
市
基
盤

施
設
を
中
心
と
し
た
「
都
市
総
合
計
画
」
か

ら
、
一
九
七
〇
年
代
は
、
生
活
環
境
条
件
（
指

標
）
中
心
の
「
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
」
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
計
画
」
へ
、
さ
ら
に
今
日
、
地
域
の
素

材
（
特
性
）
を
生
か
し
た
柔
軟
で
融
通
性
の
あ

る
都
市
づ
く
り
、
咎
め
細
か
い
地
域
づ
く
り
へ

と
転
換
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
環
境
の
中

で
も
、
物
的
環
境
の
こ
こ
ち
よ
さ
、
つ
か
い
や

す
さ
と
い
う
人
と
環
境
の
関
係
が
重
視
ざ
れ
て

く
る
は
ず
で
あ
り
、
都
市
生
活
の
場
を
演
出
す

る
ア
リ
ハ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
役
割
も
大
き
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

　
　
「
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
と
は
市
民
が
よ
り
良

い
環
境
に
住
み
た
い
と
要
求
し
て
い
る
中
で
、

視
覚
的
あ
る
い
は
感
覚
的
問
題
に
対
し
て
解
答

を
与
え
て
ゆ
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
良
い
ア
ー
バ
ン

デ
ザ
イ
ン
と
は
、
都
市
全
域
や
そ
れ
ぞ
れ
の
区

域
に
明
確
な
特
徴
を
与
え
、
こ
れ
が
市
民
の
守



る
べ
き
資
産
と
し
て
評
価
さ
れ
る
も
の
を
作
り

だ
す
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン

は
、
常
に
、
保
全
と
開
発
の
的
確
な
づ
フ
ン
ス

を
保
ち
、
そ
の
ど
ち
ら
も
無
視
し
て
仕
事
を
進

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
が
都
市
の
中
で
守

る
べ
き
資
産
な
の
か
を
、
市
民
集
会
の
中
で
検

討
し
つ
つ
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
　
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
合
計
画
一
九

七
一
）

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
や
、
施
策
へ
す
ぐ

結
び
つ
く
も
の
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
こ
の
結

果
を
含
め
、
今
年
「
都
市
デ
ザ
イ
ン
白
書
」
と

し
て
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
や
、
今
後
の

進
め
方
を
市
民
に
問
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
も
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
調
査
は
、
市
内
居
住
の
二
〇
歳
以
上
の
男
女

一
、
五
〇
〇
人
に
対
し
、
訪
問
面
接
法
で
行

い
、
回
収
率
は
七
三
・
九
％
で
あ
っ
た
。
対
象

者
の
属
性
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る

が
居
住
年
数
一
〇
年
以
上
の
人
が
、
現
住
所
で

四
六
・
三
％
、
市
内
で
は
六
六
・
九
％
と
高
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
定
住
意
向
も
八
一
・
四
％

が
住
み
た
い
と
答
え
る
な
ど
、
流
動
の
激
し
か

っ
た
一
〇
年
ほ
ど
ま
え
に
比
べ
、
安
定
し
定
着

し
て
い
く
方
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

二
―
―
―
―
環
境
に
対
す
る
評
価

②
―
意
識
調
査
に
あ
た
っ
て

　
こ
う
し
た
流
れ
の
中
に
あ
り
、
今
後
、
市
民

に
と
っ
て
「
都
市
空
間
の
質
」
と
は
何
か
、
守

ら
れ
る
べ
き
価
値
と
は
何
か
、
真
剣
に
議
論
さ

れ
る
時
期
に
き
て
い
る
と
思
う
。

　
特
に
際
立
っ
た
動
き
が
、
見
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
市
長
へ
の
手
紙
の
内
容
に
、
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
も
の
が
多
く
な
る
な

ど
、
環
境
の
質
に
つ
い
て
の
市
民
的
ニ
ー
ズ
は

高
ま
り
つ
っ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
年
実
施

し
た
「
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
」
の
中
か
ら
、
関
連
す
る
内
容
に
つ
い
て
、

本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
と
し
、
調
査
結
果
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
報
告
書
を
参
照
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
調
査
自
体
は
、
①
環
境
に
対
す
る
評
価
、
②

横
浜
の
個
性
に
関
す
る
見
方
、
③
都
市
デ
ザ
イ

ン
の
試
み
に
対
す
る
評
価
、
④
そ
の
方
法
に
つ

い
て
の
評
価
に
関
し
て
行
っ
て
お
り
、
基
礎
的

な
デ
ー
タ
の
収
集
を
目
標
と
し
て
い
る
。
あ
る

　
都
市
の
環
境
に
対
す
る
評
価
軸
ま
た
充
足
要

件
と
し
て
、
「
安
全
性
」
「
健
康
性
」
「
利
便

性
」
「
快
適
性
」
が
よ
く
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
環
境
を
こ
の
四
つ
の
側
面
に
分
け
、
さ

ら
に
快
適
性
に
つ
い
て
は
、
七
つ
の
項
目
に
区

分
し
て
い
る
（
各
項
目
の
内
容
は
表
―
１
に
よ

る
）
。
環
境
の
四
側
面
へ
の
分
類
は
、
よ
く
つ

か
わ
れ
る
方
法
で
あ
る
が
、
図
―
１
に
示
し
た

よ
う
に
、
狭
義
の
規
定
内
で
の
評
価
と
し
て
あ

ら
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
と
に

快
適
性
に
つ
い
て
は
他
の
要
素
と
の
重
複
、
さ

表－１　環境の４側面と快適性の７項目快適性の表層深層構造図一１

ら
に
そ
の
深
層
に
あ
る
目
に
見
え
な
い
価
値
、

た
と
え
ば
、
あ
る
地
域
で
は
評
価
の
高
い
要
素

も
、
他
の
地
域
で
は
低
い
評
価
や
全
く
違
っ
た

評
価
を
与
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
共
有
的
価
値
に

左
右
さ
れ
る
要
素
に
つ
い
て
は
、
触
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ま
た
、
評
価
の
対
象
と
な
る
環

境
の
空
間
は
、
日
常
の
生
活
空
間
と
し
、
モ
の

範
囲
は
回
答
者
の
主
観
的
判
断
に
任
せ
て
あ

る
。

①
―
環
境
総
体
へ
の
快
適
性
の
占
め
る
度
合

　
環
境
総
体
に
つ
い
て
は
、
満
足
層
が
七
割
を

占
め
、
比
較
的
評
価
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
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る
。
環
境
の
四
側
面
に

つ
い
て
は
、
「
健
康
性
」

「
利
便
性
」
「
快
適
性
」

で
、
満
足
層
ぶ
六
割
を

越
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
評
価
に
満
足
か
ら
不

満
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
＋

2
～
一
２
の
ウ
ェ
イ
ト

を
与
え
「
平
均
値
」
を

出
し
て
み
る
と
、
快
適

性
が
最
も
評
価
が
高
い

こ
と
が
わ
か
る
（
図
１

２
）
。

　
こ
の
四
つ
の
側
面
の

相
互
関
係
を
見
る
た
め

に
、
回
答
分
布
を
図
－

３
に
表
わ
す
と
、
そ
の

相
互
距
離
か
ら
、
回
答

の
相
似
性
に
よ
り
三
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
る
。
「
健
康
性
」
「
利

便
性
」
は
。
「
ど
ち
ら
と

も
い
え
な
い
」
と
い
う

人
が
少
な
く
、
比
較
的

評
価
の
安
定
し
た
項
目

と
い
え
る
が
、
快
適
性

は
。
満
足
層
が
多
い
割

り
に
は
、
他
の
側
面
に

比
べ
、
評
価
の
し
に
く

い
不
安
定
な
項
目
と
言

環境の評価図一２環境の４側面と快適性の７項目図一３

え
る
。
ま
た
、
利
便
性
と
、
快
適
性
は
、
も
っ
と

も
相
似
性
が
薄
い
項
目
で
あ
る
の
が
わ
か
る
。

　
環
境
全
休
と
四
側
面
に
つ
い
て
、
ク
ロ
ス
分

析
に
よ
る
関
連
性
を
み
る
と
、
各
個
別
の
満
足

層
で
、
環
境
全
休
に
対
す
る
満
足
の
比
率
が
高

い
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
安
全
性
と

快
適
性
が
、
環
境
総
体
と
相
関
が
高
い
と
言
え

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
６

　
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
環
境
庁
の
全
国
調
査

で
も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
図
―
４

の
よ
う
な
関
連
度
（
関
連
係
数
）
が
示
さ
れ
て
い

る
。
各
項
目
に
つ
い
て
他
の
項
目
の
寄
与
を
一

定
に
し
た
場
合
、
モ
の
項
目
独
自
の
寄
与
度
を

偏
相
関
係
数
と
し
て
定
量
化
し
て
い
る
。
詳
し

い
説
明
は
省
略
す
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
快

図一４　環境の各側面の関連度

適
性
＝
〇
・
四
四
〇
五
六
、
安
全
性
＝
〇
・
二

二
九
七
二
、
健
康
性
＝
〇
・
二
三
五
四
五
、
利

便
性
〇
・
二
五
二
四
九
、
と
な
り
、
快
適
性
が

環
境
総
体
の
評
価
へ
大
き
な
影
響
を
も
っ
て
い

る
と
し
て
い
る
。
「
快
適
性
の
評
価
を
高
め
る

施
策
を
と
る
こ
と
が
、
他
め
項
目
の
評
価
を
高

め
る
よ
り
、
環
境
総
体
の
評
価
を
高
め
る
こ
と

に
、
二
倍
の
効
果
が
あ
る
」
と
、
こ
の
調
査
は

結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
う
単
純
に
割
り
き
っ
て

考
え
る
の
は
問
題
だ
が
、
市
民
に
と
っ
て
「
快

適
性
」
（
環
境
の
質
）
は
重
要
な
評
価
基
準
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
―
快
適
性
の
諸
視
点
の
評
価

　
快
適
性
の
評
価
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
表
―
１

に
示
し
た
よ
う
に
七
項

目
に
分
類
し
た
の
で
あ

る
が
、
物
理
的
側
面
を

中
心
に
し
、
「
静
け
さ
」

　
「
活
気
」
と
い
っ
た
感

覚
的
な
も
の
、
近
所
づ

き
あ
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
文
化
、
遊
び
な
ど

活
動
そ
の
も
の
に
は
触

れ
ず
、
そ
れ
ら
の
場
と

し
て
の
都
市
空
間
の
質

に
つ
い
て
聞
い
て
い

る
。
都
市
デ
ザ
イ
ン
の

尊
重
す
べ
き
視
点
や
価

値
を
あ
げ
た
の
で
あ

調査季報74－82.667



図― 5　快適性の評価図一６　快適性７項目の必要性

る
。

　
結
果
は
図
―
５
に
見

る
よ
う
に
、
満
足
層
が

不
満
層
を
上
回
っ
て
い

る
の
は
「
自
然
」
「
緑
」

と
い
う
自
然
的
要
素

と
、
「
歩
行
空
間
」
で

あ
り
、
最
も
評
価
が
低

い
の
は
「
水
辺
」
で
、

不
満
層
が
五
割
を
越
え

て
い
る
。
一
方
「
街
の

歴
史
」
「
街
並
景
観
」

で
は
「
ど
ち
ら
と
希
い

え
な
い
」
と
答
え
る
人

が
三
〇
％
に
も
な
り
、

評
価
が
し
に
く
い
、
な
じ
み
の
薄
い
問
題
と
し

て
受
け
と
ら
れ
て
い
る
。
図
―
３
に
そ
の
回
答

の
相
似
性
を
み
る
と
、
「
緑
」
－
「
自
然
」
、

　
「
歴
史
」
－
「
街
並
」
－
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
」
に
、
相
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　
前
述
し
た
環
境
庁
の
調
査
で
は
、
快
適
性
の

構
成
項
目
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
が
、
「
歩
行

空
間
」
が
最
も
高
く
、
「
街
並
」
「
緑
」
↓
「
歴

史
」
↓
「
水
辺
」
の
順
に
「
快
適
性
」
し
全
休
へ

の
寄
与
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
回

の
調
査
で
は
、
こ
の
関
係
を
、
直
接
、
今
後
の

重
要
性
（
必
要
性
）
と
し
て
質
問
し
た
が
、
モ

の
結
果
は
「
歩
行
空
間
」
↓
「
自
然
」
「
緑
」

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
」
↓
「
街
並
」

　
「
歴
史
」
↓
「
水
辺
」
と
い
う
順
位
と
な
り
、

先
の
調
査
と
ほ
ぼ
合
致
し
、
こ
れ
は
一
般
的
傾

向
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
（
図
―
６
）
。

　
ま
た
、
「
歩
行
空
間
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
」
は
、
評
価
が
低
い
う
え
に
要
求
が
強

く
、
優
先
的
事
項
で
あ
る
と

い
え
る
。
不
快
な
要
素
の
質

問
に
対
し
て
も
、
「
路
上
駐

車
」
「
狭
い
道
路
」
「
乱
雑

な
駅
前
」
な
ど
歩
行
空
間
に

に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
不

満
が
あ
る
人
ほ
ど
必
要
性
を

言
う
傾
向
が
あ
る
。
逆
に

「
歴
史
」
は
、
満
足
し
て
い

る
人
ほ
ど
、
必
要
性
を
感
じ

て
お
り
、
そ
の
価
値
を
知

地域E分（ゾーンとブロック）図一一7

り
、
享
受
す
る
ほ
ど
、
要
求
が
高
ま
っ
て
い
く

と
い
え
る
。
「
水
辺
」
に
つ
い
て
は
、
満
足
度

も
必
要
性
も
低
く
、
あ
ま
り
日
常
生
活
で
触
れ

る
機
会
が
な
い
の
か
、
特
異
な
位
置
づ
け
と
な

り
質
問
の
設
定
を
し
た
と
き
の
予
想
と
は
違
っ

た
結
果
で
あ
っ
た
。

③
―
地
域
の
比
較

　
地
域
分
析
に
は
、
三
種
類
の
地
域
区
分
を
行

っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
他
の
デ
ー
タ
と
の

比
較
の
た
め
、
行
政
区
を
単
位
と
し
て
い
る
。

分
類
Ⅰ
（
ゾ
ー
ン
別
）
は
、
市
域
を
「
都
心

部
」
、
「
周
辺
部
」
、
「
郊
外
部
」
と
い
う
三

層
構
造
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
分
類
Ⅱ
（
ブ

″
ツ
ク
別
）
は
、
隣
接
し
、
比
較
的
近
い
地
域

特
性
の
二
区
を
、
ク
ル
ー
ピ
ン
ク
し
た
（
図
－

７
）
。

　
環
境
の
総
体
的
評
価
は
、
地
域
的
差
は
小
さ

い
が
、
わ
ず
か
に
、
都
心
か
ら
郊
外
へ
向
か
う

68
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図一８　地域別に見た環境評価図一９　地城別に見た快適性の評価

ほ
ど
高
く
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
環
境
の

側
面
に
分
け
て
み
る

と
、
か
な
り
ゾ
ー
ン
間

で
地
域
的
格
差
が
見
ら

れ
る
。
「
健
康
性
」
「
利

便
性
」
は
、
都
心
か
ら

郊
外
へ
と
低
く
な
り
、

逆
に
「
安
全
性
」
は
都

心
か
ら
郊
外
へ
高
く
な

る
傾
向
に
あ
り
、
ほ
ぼ

そ
れ
ら
の
施
設
の
整

備
、
土
地
利
用
状
況
交

通
事
情
な
ど
の
客
観
的

デ
ー
タ
に
よ
る
地
域
特

性
と
合
致
す
る
。

　
特
徴
的
な
の
は
。

　
「
快
適
性
」
に
つ
い
て

で
あ
り
、
周
辺
部
で
の

評
価
が
最
も
低
い
こ
と

で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の

地
域
で
は
快
適
性
の
七

つ
の
項
目
に
つ
い
て
も

「
歩
行
空
間
」
を
除

き
、
す
べ
て
が
最
も
低

い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
都
心

部
が
、
市
街
地
の
熟
度

が
あ
り
、
一
方
で
、
緑

地
、
公
園
、
歩
行
空
間

の
整
備
が
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
の

に
比
べ
、
基
盤
施
設
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
る
周
辺
部
が
、
古
く
か
ら
、
都
心
地
域

の
後
背
地
と
し
て
、
中
小
工
場
の
立
地
や
、
流

入
人
口
の
居
住
地
化
が
密
集
し
た
既
成
市
街
地

を
生
み
、
さ
ら
に
、
戦
後
の
宅
地
開
発
に
よ
り

す
で
に
限
界
に
達
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
今
後
の
要
望
も
、
「
街
並
」
に
つ

い
て
が
強
い
な
ど
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

地
域
で
は
、
基
盤
施
設
の
整
備
か
ら
、
快
適

性
、
環
境
の
質
へ
と
要
求
が
、
移
っ
て
く
る
と

　
　
　
注
1
8

思
わ
れ
る
。

　
一
方
開
発
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
市
街
地
の
熟

度
の
低
い
郊
外
地
で
は
、
依
然
、
「
利
便
性
」

や
「
健
康
性
」
と
い
う
基
盤
整
備
が
要
求
さ
れ

て
い
る
が
、
残
さ
れ
た
自
然
な
ど
に
よ
り
快
適

性
は
、
さ
ほ
ど
低
い
評
価
で
は
な
い
。
し
か

し
、
い
ず
れ
周
辺
部
と
同
様
の
傾
向
が
生
ま
れ

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
「
歩
行
空
間
」

に
関
す
る
問
題
が
一
つ
の
鍵
と
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
（
図
―
８
、
９
）
。

三

を
見
る
と
、
「
美
し
い
都
市
」
姥
す
る
人
が
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
１

島
市
で
六
〇
％
（
昭
和
五
十
五
年
）
。
札
幌
市
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
5

七
六
％
（
昭
和
五
十
六
年
）
で
あ
る
。
ま
た
、

他
の
都
市
に
住
ん
で
い
る
人
か
ら
横
浜
は
、
ど

ケ
見
え
る
か
。
北
九
州
市
の
調
査
（
昭
和
五
十

注
1
0

五
年
）
で
は
、
「
美
し
い
都
市
」
の
一
位
は
京

都
市
で
、
以
下
札
幌
、
宮
崎
、
金
沢
、
神
戸
と

な
り
、
横
浜
は
東
京
を
お
さ
え
て
よ
う
や
く
一

六
位
で
あ
っ
た
。

　
横
浜
の
個
性
や
魅
力
を
与
え
て
い
る
要
因
・

場
と
し
て
は
、
港
や
そ
の
周
辺
、
元
町
・
伊
勢

佐
木
町
・
中
華
街
と
い
っ
た
横
浜
の
特
徴
的

な
商
店
街
を
上
げ
る
人
が
最
も
多
く
、
一
方
人

が
集
ま
る
横
浜
駅
付
近
が
少
な
か
っ
た
。
他
の

　
注
―

調
査
で
も
見
ら
れ
た
港
町
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

を
強
く
う
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
、
三
渓
園
や
称
名
寺
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
、
伝
統
的
価
値
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
も
見

逃
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
横
浜
の
魅
力
の
中
心
は
、
関
内
地
区
周
辺
に

あ
る
の
だ
が
、
近
年
の
都
心
部
の
街
に
つ
い

て
、
六
割
以
上
の
人
が
変
お
っ
た
と
感
じ
、
さ

ら
に
そ
の
半
数
以
上
が
、
そ
の
変
化
が
個
性
や

魅
力
を
生
ん
だ
と
し
て
い
る
。
都
心
地
域
で
は

近
年
の
街
づ
く
り
が
評
価
を
う
け
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
都
心
へ
「
よ
く
行
く
」

「
時
々
行
く
」
人
（
主
観
的
判
断
に
よ
る
）
は
、

五
四
％
に
す
ぎ
ず
、
都
心
と
郊
外
に
住
ん
で
い

る
市
民
と
の
結
び
つ
き
が
薄
く
、
横
浜
の
魅
力

は
実
感
で
は
な
く
、
単
な
る
イ
メ
ー
ジ
や
言
葉
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①
―
横
浜
の
都
市
イ
メ
ー
ジ

　
横
浜
は
、
街
と
し
て
の
魅
力
（
こ
の
調
査
で

は
「
個
性
」
「
美
し
さ
」
と
い
う
言
葉
を
用
い

た
）
が
あ
る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
四
人

に
三
人
は
、
「
あ
る
」
と
答
え
て
お
り
、
評
価

が
高
い
。
参
考
ま
で
に
、
他
都
市
の
意
識
調
査

街
の
魅
力
に
つ
い
て



に
終
わ
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。

②
―
地
域
の
個
性
と
は

　
身
近
な
地
域
で
「
横
浜
ら
し
さ
」
を
感
じ
る

か
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
七
四
％
の
人
が
「
感

じ
な
い
」
と
し
、
横
浜
の
魅
力
が
都
心
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
一
方
、
そ
の
「
必
要
性

が
な
い
」
と
す
る
人
が
六
四
％
を
占
め
た
。
こ

れ
に
対
し
、
「
地
域
と
し
て
の
個
性
や
魅
力
」

に
つ
い
て
は
、
「
感
じ
な
い
」
と
す
る
人
が
五

九
・
七
％
を
占
め
た
も
の
の
、
必
要
性
を
四
〇

％
の
人
が
感
じ
、
全
休
と
し
て
は
、
地
域
の
個

性
を
求
め
る
傾
向
に
あ
る
。
ゾ
ー
ン
別
に
は
、

周
辺
部
で
低
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、
金
沢
・

磯
子
、
港
北
・
緑
、
中
・
西
で
高
く
、
快
適
性

の
満
足
度
と
対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
快
適

性
の
う
ち
「
街
並
」
の
満
足
層
が
、
地
域
的
個

性
を
感
ず
る
度
合
が
高
く
、
関
連
性
の
強
い
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
個
性

は
、
都
市
空
間
の
質
＝
快
適
性
が
、
判
断
の
基

準
と
な
っ
て
お
り
、
環
境
の
評
価
と
関
連
性
を

持
だ
な
い
「
横
浜
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
」
と
は
、

異
な
っ
た
視
点
か
ら
把
え
ら
れ
て
い
る
。

四

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の

試
み
に
つ
い
て

　
横
浜
市
に
お
い
て
、
公
共
、
民
間
、
あ
る
い

は
そ
の
協
同
を
問
わ
ず
都
市
デ
ザ
イ
ン
的
配
慮

が
な
さ
れ
た
地
区
や
施
設
二
〇
ヵ
所
に
つ
い

て
、
認
知
度
、
魅
力
の
有
無
、
横
浜
（
そ
の
地

域
）
ら
し
い
街
づ
く
り
か
、
な
ど
を
見
て
み

た
。
認
知
度
（
二
～
三
年
以
内
に
行
っ
た
り
見

た
り
し
た
も
の
）
は
①
横
浜
駅
東
口
駅
前
（
六

六
・
二
％
）
、
②
元
町
（
五
七
・
九
％
）
以
下

③
山
下
公
園
周
辺
地
区
、
④
馬
車
道
、
⑤
都
心

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
⑥
イ
セ
ザ
キ
モ
ー
ル
、
⑦
横

浜
ス
タ
ジ
ア
ム
、
⑧
地
下
鉄
（
五
〇
・
〇
％
）

と
い
う
順
で
あ
る
。
魅
力
を
感
じ
た
も
の
（
見

た
人
の
み
へ
の
質
問
で
あ
る
が
、
市
民
全
体
に

な
ら
す
と
）
は
、
①
都
心
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
②

山
下
公
園
周
辺
地
区
、
③
馬
車
道
、
④
横
浜
ス

タ
ジ
ア
ム
、
⑤
元
町
通
り
で
あ
り
、
横
浜
ら
し

い
街
づ
く
り
と
し
て
最
も
評
価
さ
れ
た
の
は
山

下
公
園
周
辺
地
区
で
あ
っ
た
。
こ
。
の
よ
う
に
、

街
づ
く
り
が
な
さ
れ
た
結
果
と
し
て
の
空
間
に

つ
い
て
は
、
評
価
が
高
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
、
方
法
を
見
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。

①
―
方
法
Ｉ
（
公
共
空
間
に
つ
い
て
）

　
都
市
空
間
の
質
の
向
上
　
に
と
っ
て
、
道
路
や

公
園
、
公
共
建
築
な
ど
、
公
共
空
間
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
非
常
に
大
き
い
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
建
設
や
維
持
管
理
を
行
う
行
政
に
は
、
一

方
で
地
域
的
公
平
性
や
、
他
の
施
策
と
の
づ
フ

ン
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
歩
行
者
空
間
と
公
共
建
築
の
質

の
向
上
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。
ま
ず
歩
道
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
都
心

図一10　公共施設の質と建設費のバランスプ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
例
に
と
っ
た
が
、
舗
装
や
標

識
な
ど
の
工
夫
に
対
す
る
見
方
は
、
「
今
の
ま

ま
で
よ
い
」
「
歩
道
の
な
い
所
も
あ
る
の
に
…
」

と
い
う
人
は
少
な
く
、
支
持
層
が
八
割
あ
っ

た
。

　
公
共
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
近
年
「
文

化
一
％
シ
ス
テ
ム
」
が
、
他
都
市
に
広
ま
り
、

あ
る
程
度
評
価
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
横
浜
市
で
は
、
こ
う
し
た
「
予
算
の
上
乗

せ
シ
ス
テ
ム
」
を
採
用
し
て
い
な
い
が
、
公
共

施
設
の
デ
ザ
イ
ン
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
を
考

慮
し
て
お
り
、
水
準
が
高
い
と
言
え
る
。
し
か

し
、
限
ら
れ
た
行
政
財
源
の
中
で
行
う
こ
と
の

難
し
さ
は
あ
る
と
い
え
る
。
道
路
、
公
園
、
学

校
な
ど
の
公
共
施
設
の
質
の
向
上
と
、
建
設
費

へ
の
投
資
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
図
―
1
0

の
よ
う
に
、
解
答
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
が
、
若

干
の
お
金
を
か
け
て
も
と
い
う
積
極
派
が
五
割

を
占
め
て
い
る
。

②
―
方
法
Ⅱ
（
行
政
と
市
民
の
協
力
）

　
都
市
空
間
の
質
の
向
上
は
、
公
共
空
間
だ
け

で
は
達
成
さ
れ
ず
、
民
間
企
業
者
や
市
民
な
ど

幅
広
い
協
力
体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
こ
う

し
た
点
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
横
浜
市
が
、
特
に
力
を
入
れ
て
き
た
広
場
設

置
や
壁
面
後
退
と
い
う
街
づ
く
り
の
一
つ
の
方

法
に
つ
い
て
、
山
下
公
園
周
辺
地
区
や
馬
車
道

を
例
に
と
っ
て
み
た
。
限
ら
れ
た
道
路
空
間
で

は
、
歩
行
者
が
楽
し
め
、
街
の
魅
力
を
商
め
得

な
い
場
合
、
住
民
（
建
主
）
の
協
力
に
よ
り
歩

道
や
広
場
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
に
対
し
て

は
、
六
割
の
人
が
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
地

域
別
に
は
、
周
辺
部
で
こ
の
方
法
を
支
持
す
る

層
が
多
く
、
逆
に
都
心
部
で
は
、
「
人
が
多
く

集
ま
る
所
」
と
い
っ
た
条
件
つ
き
の
人
が
多
い

の
が
目
に
つ
く
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
限
ら
れ
た
都
市
空
間
の
中

で
、
都
市
生
活
の
質
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、
あ
る
程
度
協
力
し
て
い
く
姿
勢
が
あ
る
と
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考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
７
～
1
6

　
他
都
市
で
、
行
わ
れ
た
意
識
調
査
か
ら
、
景

観
に
係
わ
る
も
の
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
緑
な

ど
の
自
然
的
景
観
に
対
し
、
街
並
、
建
築
、
広

場
と
い
っ
た
都
市
的
景
観
は
、
概
し
て
そ
の
認

知
度
や
要
求
が
ま
だ
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
都
市
的
景
観
の
整
備
の
た
め

に
は
、
私
権
の
制
限
も
あ
る
程
度
や
む
を
え
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
狙

い
と
い
う
方
向
に
進
み
つ
っ
あ
る
。
こ
れ
ら
調

査
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
景
観
の
阻
害
要
因

と
し
て
、
無
秩
序
な
広
告
物
、
建
築
、
電
柱
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら

に
対
し
て
は
、
屋
外
広
告
物
法
や
、
建
築
基
準

法
な
ど
が
、
最
底
限
の
安
全
性
や
周
辺
環
境
へ

の
影
響
を
規
定
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
環
境

の
質
と
い
う
「
公
共
の
福
祉
」
か
ら
見
れ
ば
、

私
権
は
最
大
限
に
保
障
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
で
は
今
後
、
ど
う
い
う
方
法
で
、
環
境
の
質

的
向
上
と
私
権
の
制
限
を
づ
フ
ン
ス
さ
せ
て
い

く
か
。
①
法
令
条
例
に
よ
り
地
域
に
あ
っ
た
基

準
を
定
め
る
と
い
う
い
わ
ば
行
政
主
導
型
が
三

二
％
、
②
自
分
た
ち
の
地
域
や
街
で
話
し
合
い

共
通
の
ル
ー
ル
と
し
て
い
く
自
主
協
定
型
が
二

五
・
七
％
と
二
分
さ
れ
る
。
③
現
在
の
法
律

の
ま
ま
で
よ
し
と
す
る
一
三
・
二
％
に
対
し
、

①
、
②
の
積
極
的
に
考
え
て
い
る
人
が
多
い
。

（
行
政
主
導
型
は
、
二
〇
代
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
比
較
的
多
く
見
ら
れ
、
自
主
協
定
型
は
、
三

〇
代
、
商
工
サ
ー
ビ
ス
業
に
多
い
傾
向
が
見
ら

れ
る
）

③
―
方
法
Ⅲ
（
共
通
の
ル
ー
ル
）

　
街
並
や
景
観
の
構
成
要
素
を
と
っ
て
も
非
常

に
多
い
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
が
統
一
さ
れ
、

整
然
と
し
た
も
の
が
良
い
と
は
限
ら
な
い
。
ま

ず
共
通
の
ル
ー
ル
（
デ
ザ
イ
ン
原
則
）
と
し
て

い
く
要
素
、
つ
ま
り
、
そ
の
街
の
特
色
は
何
か

と
い
う
問
題
に
つ
き
あ
た
る
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
山
下
公
園
周
辺
地
区
で
は
、
建
物
の
用

途
、
最
上
階
の
公
開
性
、
出
入
口
の
位
置
、
広

場
、
壁
面
後
退
（
青
空
）
、
広
告
物
の
大
き
さ
、

位
置
、
山
下
公
園
へ
の
日
照
な
ど
が
、
一
方
、

馬
車
道
で
は
、
建
物
の
一
、
二
階
の
用
途
、
壁

面
後
退
（
一
階
部
分
）
、
建
築
の
色
彩
、
広
告

物
の
大
き
さ
と
色
な
ど
を
対
象
に
街
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
区
に
よ
ひ
、
・

そ
の
要
素
も
、
統
一
す
べ
き
範
囲
（
自
由
度
）

も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
理
解
し
や
す
い
街
の
色
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
と
、
現
在
、
関
内
地
区
で
横
浜
市

が
提
案
し
て
い
る
レ
ン
ガ
色
の
基
調
に
つ
い
て

は
、
そ
の
印
象
が
強
ま
り
、
効
果
を
上
げ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
街
の
色
を
あ
る
程
度
統
一
し
て
い
く
こ
と
に

対
し
て
は
、
好
ま
し
い
と
す
る
人
が
五
九
・
三

％
、
・
好
ま
し
く
な
い
と
す
る
人
が
一
五
・
三
％

で
あ
っ
た
。
色
の
問
題
は
、
か
な
り
興
味
を
も

た
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
他
都

市
の
報
告
か
ら
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
共
通
の

ル
ー
ル
は
、
必
要
と
し
な
が
ら
も
、
札
幌
で

は
、
建
物
の
色
は
自
由
に
と
い
う
人
が
六
割
お

り
、
ま
た
大
阪
で
は
、
色
よ
り
も
高
さ
、
形
の

統
一
を
望
む
な
ど
、
都
市
の
特
性
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
る
。
無
論
、
横
浜
の
各
地
域
で
も
そ

の
特
性
に
ょ
っ
て
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。

調
査
も
ミ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
で
の
抽
出
方
法
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
か

　
　
　
　
注
1
9

も
し
れ
な
い
。

五
―
―
―
ま
と
め

　
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
方
法
Ｉ
～
Ⅲ
の
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
に
関
し
て
、
常
に
積
極
的
な
人
、
常
に

消
極
的
な
人
と
、
は
っ
き
り
分
か
れ
る
傾
向
が

あ
る
。
ま
た
若
い
年
代
ほ
ど
積
極
派
が
多
く
、

興
味
を
も
っ
て
い
る
が
、
実
際
身
近
な
所
で
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
意
欲
は
、
全
く
逆
に
、

高
年
齢
層
ほ
ど
強
く
な
る
の
で
あ
る
。
都
市
空

間
の
質
の
改
善
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
確
実
な

支
持
層
が
あ
る
も
の
の
、
十
分
な
論
議
が
つ
く

さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
民
の
果
た
す
役
割
も
具
体

的
な
認
識
と
た
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
回
の
調
査
は
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
、
環
境
の

質
に
か
か
お
る
断
片
を
見
た
に
す
ぎ
な
い
が
、

要
求
は
強
ま
り
つ
つ
あ
る
と
思
う
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
り
、
施
策
や

計
画
の
確
認
、
検
証
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
が
、
今
後
地
域
の
素
材
を
生
か
し
た

柔
軟
な
都
市
づ
く
り
に
は
、
有
効
な
手
だ
て
と

な
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
特
に
、
そ
の
素

材
（
特
性
）
の
抽
出
に
あ
た
っ
て
は
、
専
門
家

と
住
民
間
に
、
判
断
の
ズ
レ
が
あ
る
と
い
う
レ

　
　
注
４

ポ
ー
ト
も
あ
り
、
今
後
の
都
市
づ
く
り
が
、
地

区
や
地
域
へ
目
を
向
け
る
中
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

１
、
環
境
の
質
－
都
市
の
環
境
は
「
安
全
性
」

を
絶
対
要
件
と
し
て
、
次
い
で
「
健
康
性
≒
利

便
性
」
が
あ
り
、
そ
の
プ
ラ
ス
α
的
存
在
と
し

て
の
「
快
適
性
－
環
境
の
質
」
と
い
っ
た
計
画

論
的
優
先
は
、
そ
の
評
価
を
す
る
住
み
手
に
と

っ
て
は
無
縁
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
を

狭
義
の
意
味
で
み
れ
ば
、
快
適
性
に
重
要
性
を

与
え
て
い
る
。

２
、
生
活
の
実
感
－
「
快
適
性
は
、
実
は
安
全

性
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
あ
り
得
る
の

だ
」
と
い
う
議
論
に
対
し
て
は
、
「
地
域
へ
の

愛
着
が
諸
側
面
の
一
様
の
高
さ
と
結
び
つ
く
も

　
　
　
　
注
2
0

の
で
は
な
い
」
と
い
う
反
証
が
で
き
る
。
「
車

の
通
過
で
き
な
い
路
地
が
、
子
供
の
遊
び
場

や
、
住
民
の
憩
の
場
と
な
り
、
路
地
に
出
た
植

木
が
色
ど
り
を
添
え
て
い
る
」
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
が
、
「
幅
の
広
い
道
路
」
「
不
燃
化
し
た

建
物
」
が
も
た
ら
す
環
境
に
比
べ
て
、
生
活
の

実
感
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

３
、
快
適
性
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
い
う
漠
と
し
た

議
論
か
ら
、
実
際
の
歴
史
的
価
値
の
保
存
、
景

観
、
文
化
な
ど
の
実
践
の
過
程
へ
移
り
つ
つ
あ

る
。

４
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
―
快
適
性
の
七
つ
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の
項
目
は
、
実
は
、
横
浜
市
の
都
市
デ
ザ
イ
ン

行
政
の
視
点
で
あ
る
。
坂
、
丘
、
海
な
ど
の
地

形
、
緑
と
い
う
自
然
的
要
素
の
活
用
を
基
本
的

条
件
と
し
て
、
歩
行
空
間
の
改
善
、
広
場
な
ど

の
触
れ
合
い
の
場
な
ど
都
市
的
ス
ペ
ー
ス
は
、

関
心
や
参
加
意
欲
の
高
い
課
題
と
し
て
、
景
観

や
歴
史
的
資
産
の
活
用
は
、
今
後
問
題
を
提
起

し
理
解
を
得
て
い
く
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ

る
。

５
、
環
境
の
質
、
都
市
空
間
の
質
の
向
上
に
関

ず
る
施
策
は
、
単
一
目
標
型
で
は
な
く
な
る
で

あ
ろ
う
。

６
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
な
支
持
層
が
あ
る
一
方
、
十
分
な
理
解
を

得
て
い
な
い
面
が
あ
る
。

７
、
地
域
の
個
性
化
－
何
が
共
通
の
価
値
と
な

る
の
か
。
共
有
的
価
値
は
、
あ
る
現
実
的
契
機

に
よ
り
増
殖
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る

空
間
を
生
み
だ
す
こ
と
で
参
加
し
た
こ
と
、
使

つ
た
こ
と
、
管
理
維
持
し
た
こ
と
、
そ
の
運
動

の
中
で
、
地
域
の
よ
り
ト
ー
タ
ル
な
可
能
性
を

開
く
こ
と
に
な
る
。

８
、
新
し
い
軸
―
定
住
意
向
は
、
年
々
高
く
な

る
傾
向
に
あ
る
と
思
え
る
。
こ
れ
は
、
他
の
都

市
で
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
過
密
な
都
市

で
限
ら
れ
た
空
間
に
住
み
つ
づ
け
よ
う
と
す
る

市
民
に
対
し
、
多
種
多
様
な
空
間
の
構
成
主
体

と
そ
れ
ぞ
れ
の
論
理
に
対
し
て
、
自
治
体
は

　
「
環
境
の
質
」
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、
都
市
行

政
の
新
し
い
軸
を
作
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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